








キ ー ワ ー ド 義民、「カミ」、 祭祀、 顕彰
はじめに
劉 建華
近世においては、 百姓一揆が頻発、 江戸時代を通して3200余件も起こり、 そ
れに伴って義民も多く誕生した。 郷土を救った人として、 義民が「カミ」とし
て祀り上げられる例も多く見られる。 ここで、 義民を 「カミ」という概念で捉
える理由としては、 近世の神仏混同の時代背景を考えて、 神道の神のみならず、
仏教の仏や民間儒仰の対象などもあわせて研究対象とするためである。
まず、 今までの先行研究をみていくと、 義民をめぐって、 いくつかの定義が
ある。 例えば、『日本国史大辞典』においては、 以下のように定義されている。
一般的な語義からすれば、 世のため人のために一 身を犠牲にしてつくした庶民








においては、 義民は正義のために自分の命をかけて尽くす人民、 特に近世、 百
1 国史大辞典編集委員会『日本国史大辞典』吉川弘文館、 1999 : 211 
2 横山十四郎『義民伝承の研究』 三一書房、 1985 : 1 
3 同上： 34 
4 保坂智『近世義民年表』吉川弘文館、 2004










めに直訴を決行して処刑された。 その後、 惣五郎の事績が物語となり、 江戸や
大阪の歌舞伎座で上演された。 こうして惣五郎は義民のナンバ ー ワンとして全
国に知られ、 多くの所で供養・顕彰されている。 近世には佐倉惣五郎を典型と
するように、 義民讀が潤色されてその主人公が神格化されるケ ー スが各地に見
られる。 江戸時代、 東北地方においても、 天災による不作が頻発していたため、













6 日本国語大辞典第二版編集委員会「日本国語大辞典』第二版、第 4 巻 小学館、 2001 : 270 
7 同 4 。































































































































































































































9 新村出『広辞苑 第六版』岩波書店、 2008: 710 









た。 仙台藩の虎の威を借りた代官は、 68カ村の組頭、 百姓代をことごとく取り
調べた。 多数の者が厳しく取り調べを受けるのを見かねた彦内は自ら出頭して
罪を一身に引き受けた。 自首した彦内は平秤責めや水牢責めなど厳しく拷問さ
れた。 彦内の苦しみを少しでも救おうとした源七、 半左衛門らも自首した。 一
揆の結果としては、 農民たちが要請した年貢減免や石代納、 分納承認などと







日頃から非凡な存在であったと書かれている。 斎藤彦内 【宝永5 (1708)年～
寛延3 (1750)年】は伊達郡長倉村で、 斎藤実盛一族の家柄に生まれ、 義侠に
富み、 学智ある人物であった。 享年42歳で、 法名剣光常睡信士であり、 墓所が
福源寺にある。 蓬田半左衛門 【元禄11 (1698)年～寛延3 (1750)年】は伊達
郡伊達崎村生まれ、 温厚篤実で思慮深く、 年少の頃には経書を学び又剣技を修
めている。 中年の頃、 衆に推されて百姓代となって、 時の名主を補佐して村政






傑物である。 寛延3年鎌秀院墓地に埋葬され、 戒名は頓応了悟伯士で、 享年33






内らのさらし首の処刑と比べると、 その罪科は比較的軽かった。 例えば、 治右













明治32年(1899) 3月の写本（福島市韮沢氏所蔵） は『史料東北諸藩百姓一揆』 14
に収録されている。「彦内騒動」という文言が使用され、 彦内を中心に寛延二
































































































動記』に描かれている彦内をめぐるエピソ ー ドしかないが、 それに、 その祟り









斎藤彦内、 蓬田半左衛門、 猪狩源七の三人が処刑された後、 彼らをめぐって＾
一連の祭祀・顕彰活動が行われてきた。 その祭祀・顕彰活動を大きく分けると、













域の老若男女が参拝し、 個々に携行したお酒や甘酒を呑み、 馬鈴薯、 里芋のお
煮しめを酒の肴にして唄を歌い、 踊りを踊って終日、 半左衛門様の霊魂を慰め
たそうだ。 それにこの太子は、 明治の中期頃までずっと存在していた。 ここで
18 福源寺：長倉山福源寺、 下志和田ニアリ、 曹洞宗羽前國置賜郡米澤町林泉寺末寺ナリ。 開
山渓岩曹雪寛永年中創建ス。 元治二年祝融ノ災二罹リ、 由緒縁起等灰儘（かいじん）シ。 今
得テ詳ニスヘカラス。 明治十年再建ス。 境内佛堂、 地蔵堂二間。 伊達町史編纂室『伊達町











が、 地域の老若男女が祭事に参加し、 酒食や芸能を奉納することから、 神式の
祭礼に近いと窺われる。 従ってここから、「半左衛門様」はお宮の祭神である



















しては、 自由民権運動の展開につれて、 各地で義民が発掘され、 顕彰されるよ
になった。 特に明治10年代後半の高揚期には、 多くの自由民権運動家によって、
たくさんの義民伝承が収拾、 著述され、 その顕彰が行われた。 自由民権運動家
の演出によって、「義民」は「民権家」となり、 その行動が真の民権的実践だ
と評価されてたのである。 自由民権運動との結びつきで、 世間の義民観も大き






料集成』祗島縣史料集成刊行會 1952: 516 
＊『信達一統志』：著者は鎌田の人志田正徳。 農作業に従事するかたわら村々を調査し、 信
夫郡を天保12年(1841)、 伊達郡を嘉永6年(1853) にまとめている。 信夫郡は全村が記
述されているが、 伊達郡は暮子坊荘と小手荘のみ残されている。
20 福沢諭吉『学問のす、め』岩波書店、 2008: 80 
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恩誼ヲ感荷シ、 右追斎会補助仰度奉嘆願候也［『桑折町史7』: 484] 
明治後期になると、 三義民を讃える読み物が多く登場し、 それにより、 三義
21 植木枝盛「無天雑録 二」、『植木枝盛集 第九巻』岩波書店、 1991





義民木内宗吾ノシニアラバヤ、 登 鴫山城下ノ義民 小栗山喜四朗ニアラバヤ、
巖 西根郷ノ義人 古河善兵エニアラバヤ、 大仏城外二里、 長岡村義民彦内」
と書いて、 義民斎藤彦内を佐倉惣五郎などの三人と同格の人格者であると述べ




化し朝日新聞に掲載すると約束した。 戦後、 半井が福島に来て、 久保の案内で
















24 1861~1926、 明治大正時代の小説家、 本名冽、 別号桃水。 21年東京朝日新聞社に入社、「唖
聾子」 (1889) で好評を博し、 小説記者として「胡沙吹く風」 (1891~92) などを発表。 樋口














































































業も行われた。 まず、 1999年（平成11)、 三義民250年忌の節目に、「蓬田半左
衛門顕彰会」 が結成され、 義民の霊に報い、 その遺徳を顕彰するために、 墓所
の整備や法要の執行など一連の事業が行われた。 翌年には、 義民源七の菩提寺













彰会会長が挨拶し、 そして導師（福源寺住職） による拮香法語、 参列者の進前






役員、 婦人会会員、 梅花講講員）、 斎藤家子孫(10代目と11代目の母娘）等が









写真5 寛延三義民記念碑の前の供養行事 写真6 寛延三義民記念碑前の法要、 焼香
(2016年4月17 日 発表者撮影） (2016年4月17 日 発表者撮影）
写真7 本堂における行事一義民讃歌の献上 写真8 彦内墓前における法要、 進前焼香






































る。 また、 近代になって、 全国にわたる自由民権運動の影響で、 義民に対する
祭祀・顕彰活動が大きく変化した。 自由民権家たちにより、 多くの義民伝承が
著述され、 義民は「正義のために身を捨てる者」、「国民的な模範」と捉えられ




行われた。 さらに、 現代に入ると、 義民の祭祀・顕彰活動が盛大化、 組織化、
恒例化する傾向が見られる。 特に、 顕彰会の結成により、 その祭祀・顕彰活動
が恒例化し、 三義民の供養祭が毎年行われるようになった。 寺院、 地域自治体
や地域のマスメデイアなど各方の力によって、 三義民の祭祀・顕彰活動が定着





また、 時代の変化に伴い、 その祭祀・顕彰は異なる様相を呈している。 特に、
近代の自由民権運動の影響で、 顕彰の要素が一層強くなり、 義民の事績をより
多くの人々に知らせるために、 様々な工夫や努力が行われた。 それに、 近・現
代における三義民への祭祀・顕彰の中で、 宗教的な供養行事を通してその冥福
を祈り、 感謝の念を表すと同時に、 学校教育や地域民衆の日常生活の中（地元






































































A study about the Deification and Honoring of Gimin: 
on the case of Kanen Gimin in the Shindatsu ikki 
Jianhua LIU 
In the Edo period of Japan, a series of disasters including drought, flooding and 
insect pest, the bad harvest and famine were occurring frequently. As a result, to 
demand reduction in rice levy, the peasant revolts (hyakusho ikki) broke out 
frequently yet. During the peasant revolts, the leaders of the peasants, who led riots 
on farmer's side, especially those leaders who were arrested and beheaded, are 
called "Gimin". To save the peasants from the sufferings, a lot of Gimin sacrificed 
their lives. After their death, many "shrines "and "Jizo" were built for the Gimin. 
Then, the Gimin were revered and enshrined as "Kami". 
In the earlier studies, given to their unnatural death, the deification and reverence 
of Gimin is explained to the feelings of awe towards their "Onryo". However, by 
analizing the cases (seventy seven) of the deification of the Gimin in Tohoku 
region, I found that the stories of "Onryo" appeared only in four examples and the 
targets of the Onryo's curse(Tatari) were limited to the person in authority such as 
the daikan of Bakufu. Then, I have some doubts about the explanation about 
motives of the Gimin's deification to their "Onryo". Besides, according to the 
influence of the Jiyu Minken Undo(Movement for Liberty and People's Rights)in 
Meiji era, lots of Gimin were discovered and honored, the factors of honoring 
became noticeable. 
Considering the above-mentioned circumstances, in this paper, I would like to 
review the mechanism and the historical characters of the deification and honoring 
of Gimin through the example of Kanen Gimin in the Shindatsu ikki. 
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